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はじめに　この研究の射程、調査地、調査方法
　本稿で取り上げる研究の目的は、いわゆる出稼ぎ労働者、移民のなかでも特に顕著な増加を
示している専門職に就くフィリピン人を対象として、彼らにとって〈故郷〉1）とは何か、という
 1）	〈故郷〉の定義は難しいが、たとえば、出身地社会とするものがある［長坂	2001：27］。本稿では、多
くの場合「出稼ぎ民」「移民」当事者の親族が暮らす場所を想定している。
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問題を解明することである。〈故郷〉を離れていながら、彼らの〈故郷〉へのかかわり方は多様
な様相を見せる。〈故郷〉とは何か、というこの問いは、いくつかの問いに分割されよう。本稿
では、①それぞれが〈故郷〉との関係をどのように維持しようとし、あるいは距離を置こうと
しているのか、②故郷との関係の中で彼らが故郷に対して行う送金がどのように使われている
のか、③彼らの故郷で、故郷の人たちは出稼ぎ労働者、移民をどのようにみているかといった
三つの具体的な問いに沿って、それに答えようとする。
　フィリピンでは、国家が100年以上前からフィリピン人の海外就労・居住を管理しつづけ様々
な制度を設けてきた。その結果として現在、国民の約 10％にあたる人口がフィリピン以外で暮
らしている。
　彼らの海外における就労・居住に至る過程は多様である。その過程は、主に、国家が設けた
制度にしたがって正規に就労・居住を目指す、制度に規制されることを嫌い正規と非正規の狭
間で独自なルートを開拓する、親族の伝手を頼る、日本で見られるようにホスト国の人間（そ
の多くは男性だが）と婚姻関係を築き、それを足掛かりとして滞在し就労する、彼らが親族の
呼び寄せを実施するなどがあり、彼らの海外居住・就労の戦略は多様性に富んだものである。
　本稿で取り上げる「フィリピン人移民」「フィリピン人出稼ぎ労働者」には、就労・居住の過
程から発生する問題点以外にも「移民」、「出稼ぎ」をめぐる問題系の多くが集約されており、
彼らを見ることで他地域の「移民」「出稼ぎ民」現象一般にも通じる議論を展開することができ
る可能性がある。
　数あるホスト国のなかでも、アラブ首長国連邦ドバイ国（以下ドバイ）は、他の湾岸諸国と
同様、就労する外国人労働者に、基本的には永住権、市民権を付与することを想定せずに、彼
らを短期的な滞在者であると考え処していることに特徴がある。オーストラリアにおいては
外国人に対してポイント制度を使いながら永住権を与えているが、多くのフィリピン人が永住
権を得たのちに市民権を得ている事に特徴があり、調査地として選んだ。
　本稿の資料は、ドバイ、フィリピン国マニラ市、北部ルソン、オーストラリア、各地でのイ
ンタビューに基づくものである。
　本稿の構成は、以下のとおりである。まず、第一章で現在のフィリピンの出稼ぎ労働者、移
民の状況について先行研究をふまえながら考察する。第二章では、ドバイで専門職として生活
する出稼ぎ労働者に対するインタビュー、マニラ市近郊に暮らす元出稼ぎ労働者、そして、出
稼ぎ労働者、移民を多く輩出している、北部ルソン地方、カガヤン州、およびアブラ州の村落
において、出稼ぎ労働者を送り出している親族へのインタビューを交えながら、故郷に暮らす
家族、親族と出稼ぎ労働者の関係を検討する。第三章では、オーストラリア、メルボルン市お
よびブリスベン市在住フィリピン人移民に対するインタビューから得た情報に基づき、彼らの
故郷とのつながり方の実践を描き出す。そのなかで、彼らが出稼ぎ労働者と自分自身の移民と
しての経験をどのように対比して考えているかを分析する。おわりとして、第二章、第三章で
みてきたインタビューから、今後、出稼ぎ労働者、出稼ぎ経験者と移民、と故郷の家族とのつ
ながりに関する自身の研究の展望を考える。
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第一章　出稼ぎ労働、移民に向かう歴史的背景
1 - 1　人の移動と先行研究
　生まれた国を離れ、越境し海外で居住する人の数は、2013 年の世界銀行統計で、2.47 億人
［World	Bank	Group	2017］にのぼる。人の移動に関して、国際移住機関（ IOM：International	
Organization	for	Migration）2）は人の移住を自発的から非自発的移住として、海外旅行から紛争・
迫害、人権侵害による難民をとらえている。
　自発的移住を行っている人たち、その中でも短期的契約を繰り返しながら、海外で就労する
人々を、本稿では出稼ぎ労働者（Migrant	Worker）と定義する。また、「移民」3）の定義は難し
いが、本稿では便宜上、生まれた国以外に定住し、その国で国籍を取得し就労を続ける人と考
えておく。
　世界銀行統計に基づき、海外居住者排出国の上位 7 ヶ国の国別人口を見ると表-1 の通りであ
る。この統計の解説では、移動先で国籍を取得したものは含まれていない［World	Bank	Group	
2016：xv］。故に、本稿で考察する出稼ぎ労働者の移動が顕著な国がわかる。フィリピンは 600
万人と記録されており、全世界の中で 7 番目に多くの出稼ぎ労働者を輩出している国であるこ
とがわかる。
表-1　海外居住者排出国上位 7 ヶ国
地域／国 海外居住者数（単位百万人）
全世界 247
インド 13.9
メキシコ合衆国 13.2
ロシア連邦 10.9
中華人民共和国 9.7
バングラデッシュ人民共和国 7.6
パキスタンイスラム共和国 6.2
フィリピン共和国 6.0
（出典：Migration	and	Remittance	Factbook	2016	（World	Bank））
 2）	スイス・ジュネーヴに本部を置く、世界的な人の移動・移住の問題を専門に扱う国際機関である。162
カ国が加盟。国際連合総会オブザーバー資格を持っている。欧州からラテンアメリカ諸国への移住を
支援するため設立された欧州移住政府間委員会（ ICEM:	Intergovernmental	Committee	for	European	
Migration、1951 年設立）を前身とし、1980 年に移住政府間委員会（ ICM:	Intergovernmental	Committee	
for	Migration）への名称変更を経て、1989 年、現在の名称となった。
 3）	国連経済社会局は、国境を越えた移民の正式な定義はないとしながらも、多くの専門家は、移住の理
由や法的地位に関係なく、本来の居住国を変更した人々を国際移民とみなすことに同意している。3 ヶ
月以上 12 ヶ月未満の移動は短期的または一時的移住、1 年以上にわたる居住国の変更を長期的または
恒久移住と呼んで区別するのが一般的としている。
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　人の移動に関しては、カースルズとミラーが、受入国に注目してその類型化を試みたことが
知られている。そこでは、欧米諸国の国々の移民受け入れの類型がその研究の中心となってい
る［カースルズ・ミラー	2011:	59］。また、受入国での管理手法とそれに抗する外国人労働者の
研究も進められており［Longva	1997,	Mohamed	1988］、受入国から見た状況は、これらの先行
研究によって知ることができる。しかしながら、これらの研究は受け入れ側からみた「移民」
の類型と管理に主たる焦点が置かれ、そこで実際に暮らす当事者である外国人労働者について
は副次的な関心が示されるのみである。外国人労働者の視点に立った研究は、家事労働者と雇
用主の関係を研究したもの［辻上 2014］などあるが、「移民」あるいは「出稼ぎ民」にせよ、
移動する当事者の視点には、これまで十分な関心が払われてはこなかったといえる。
　その中でも、本稿で取り上げた専門職に就労する者の視点に立ったものは数少ない。専門職
という職種の定義は、政府機関であるフィリピン海外雇用庁（以下POEA）がまとめた、Overseas	
Filipino	Worker（以下 OFW）の職種分類に基づいている。4）
1 - 2　フィリピン人海外渡航の歴史
　フィリピン人の海外居住・就労に関して研究をする際の重要な視点は、1906 年に始まった、
ハワイ砂糖黍農家協会への労働者送り出しから、100 年以上にわたり国家が移民・出稼ぎ労働
に関与し続けている事にある。1934 年までの間におよそ 12 万人が契約労働者としてハワイに
渡っているが、その多くが居住を続け米国籍を取得していった。
　1970 年代に入ると、便宜置籍国への船舶の移籍と安価な労働力の需要に助けられ、労働市場
におけるフィリピン人船員の数は爆発的に増加する［国際運輸労連：2008］。また、同時期に
中東でオイルブームが起こり、インフラ整備、建設需要が高まり、多くの労働力需要が発生し
た。この二つの大きな労働力需要により、短期的な契約に基づき海外で就労する出稼ぎ労働者
が増加することになった。
　これらの需要にこたえ、1965 年から始まるマルコス政権下では、海外労働者送り出し政策が
本格的に始まった。マルコス政権は、海外への労働者送り出しは失業問題の解決と対外債務返
済のための外貨獲得などの方策と考え［菊池 1992：177］、海外雇用政策は「短期的政策」とし
て導入された［小ヶ谷 2003：325］。1974 年には大統領府令 442 条により、海外雇用開発局
（Overseas	Employment	Development	Board）が設置され、同年には国家船員局（National	Seaman’s	
Board）も設置された。そして 1982 年にはこれら二つの局を統合し労働・雇用省の下に独立機
関として、POEA が設立された。1980 年にはこれに加えて大統領府の下に、海外居住フィリピ
ン人委員会（Commission	on	Filipino	Overseas 以下 CFO）が組織された［菊池	1992	:	170］。CFO
は海外で居住あるいは労働するフィリピン人たちがその国の生産性や幸福に寄与し、フィリピ
ンとの強い政治的、経済・文化的つながりを持ちつつ尊敬されるコミュニティーとなることを
 4）	POEA は統計上の職種を Administrative	and	Managerial	worker,	Clerical	and	Related	Workers	Transport	
Equipment,	Operators	and	Labors,	Professional	Technical	and	Related	Workers,	Service	Workers の 5 種に分
類している。又、細田は、UAE に在住するフィリピン人をサブグループに分け、専門職従事者を定義
しており［細田 2014：165-166］それにより着想を得た。
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見据えて設立された［CFO］。これらの組織の運営を通じて政府はフィリピン人出稼ぎ労働者
を輸出するという国策を遂行していった［佐藤 2002：6］。
　1986 年に誕生したアキノ政権では、出稼ぎ移民たちは「国家の英雄」（Bayani ng Bayan）と
呼ばれ、マルコス政権期に打ち出された労働者送り出し政策を、改編を伴いつつ推進していっ
た［長坂	2009：89］。
　このような歴史を経て、2013 年時点で海外に在留するフィリピン人が政府によってどのよう
に分類されているのかを CFO が作成する統計集計に基づき、フィリピン人海外在住者上位 7 ヶ
国の居住人口を表-2 に示す。
　この統計では、対象は 3 つのカテゴリー、すなわち、海外に永住もしくは帰化したものを
Permanent	migrants、次に海上業務労者を含めて正規に 6 カ月以上海外に滞在するものを
Temporary	migrants、そして有効な居住許可あるいは労働許可を持たない者およびビザ有効期限
を越えて滞在するものを Irregular として集計している。この分類に従えば、出稼ぎ労働者は、
Temporary	migrants および Irregular に分類された数値に含まれる。移民は、Permanent	migrants
に分類されることになる。
表-2　2013 年末フィリピン人海外在住者累積上位 7 ヶ国
地域／国
永住／帰化した者
Permanent 
migrants
正規に 6 か月以上
滞在するもの
Temporary 
migrants
非正規な滞在
Irregular 合計
全世界合計 4,869,766 4,207,018 1,161,830 10,238,614
米国 3,135,293 129,383 271,000 3,535,676
サウジアラビア 264 948,038 80,500 1,028,802
アラブ首長国連邦 1,711 777,894 42,805 822,410
マレーシア 26,007 319,123 448,450 793,580
カナダ 626,668 89,615 5,295 721,578
オーストラリア 334,096 60,166 3,720 397,982
（出典：フィリピン海外移住委員会 2013 年）
　これらの国の中で、サウジアラビア、アラブ首長国連邦の場合は、基本的には、外国人に対
しては、市民権、永住権、国籍が付与されていない。永住／帰化した者に含まれるフィリピン
人は、当該国で自国民との婚姻によりそのような資格を得たものと考えられる。
第二章　出稼ぎ労働者と故郷の関係
　本章では、出稼ぎ労働者の就労、家族との関わりを 2015 年～ 2019 年にかけて実施した、ド
バイ、マニラで出稼ぎ実践者の男性二名、および出稼ぎ実践者の留守宅家族とのインタビュー
を通じて見る。
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　まず、2015 年 9 月から 2016 年 3 月の間複数回ドバイとマニラで実施したインタビューから
ドバイで出稼ぎを繰り返す G の就労の様子、一時休暇の過ごし方、留守宅家族とのかかわりを
見る。
　次に、35 年間サウジアラビアをはじめとする中東での就労を終え、2017 年にフィリピンに帰
国し現在マニラで暮らす元出稼ぎ労働者 OB のマニラ、彼の故郷を訪問した時のインタビュー
を通じ、彼と兄弟、親族との関わりを見る。
　最後に、ルソン島北部アブラ州出身で長期に亘りサウジアラビアにおいて看護師として就労
し現地でフィリピン人出稼ぎ労働者と結婚して現在も夫に帯同している女性の母へのインタビ
ューから得た情報を紹介する。
2 - 1　ドバイで出稼ぎを続ける G（54 歳、1965 年生まれ）の場合
2 - 1 - 1　最初の出稼ぎに出るまでの経緯
　G は 1965 年 9 月生まれで、インタビューを実施した、2015 年の時点では 50 歳であった。（こ
の項で記述する年齢はすべて 2015 年の調査時点のもの）。マニラ郊外カビティ州で生まれ長兄
一家は今も G の生家で暮らしている。地元四年制私立大学経営学部を 1984 年に卒業。G は長
兄、次兄、姉、本人の四人兄弟で母親は 4 年前に他界した。父親は米軍関連の仕事をしていた
が、1967 年、G が二歳の時にベトナムで戦闘に巻き込まれ死亡した。長兄は父親が他界したと
きには 14 歳であったが、家族を扶養することになった。現在、彼は地元で地区（Barangy）の
評議員を務めている。次兄は 53 歳の技師で、1987 年にドバイに出稼ぎに出て現在まで 32 年間
単身でドバイの財閥に属する企業で働いている。姉は学業優秀であり、また、母親の実家が多
数の医者を輩出していたことから、母方叔母の支援を受けマニラ市内の名門私立大学医学部を
卒業し医者となった。その後医者である現在の夫と結婚し、二人で医院経営に成功し、マニラ
郊外で 5 軒の医院を経営するようになった。
　G は大学卒業後、就職することが難しく、マニラ市内の書籍・文具のチェーン店でアルバイ
トとして働いていた。1986 年に交際していた現在の妻 S が妊娠し、1987 年に長男を出産、続
いて 88 年には長女が誕生した。そのことで生活に困窮し、ドバイにいる次兄に相談したとこ
ろ、次兄が訪問ビザ 5）を手配してくれ、1989 年 10 月にドバイに渡航し、次兄が勤務する会社
で昇降機保守員として働くことになった。
2 - 1 - 2　結婚と妻の出稼ぎから最初の出稼ぎの終了まで
　G はエンジニアではなかったものの、実務経験を積み、昇降機関連の知識を習得し、昇降機
から幅広く建設工事設備専門家としてのキャリアを形成していく。最初に就職した会社では雇
用契約に定められた年次休暇はあったもののフィリピンへ帰国する航空券の支給は二年に一度
 5）	訪問ビザは月額所得が住宅費を除き AED3000 以上の居住外国人が、彼らの親族を呼び寄せるために利
用できるビザ。あくまでも親族訪問が目的であるが、このビザで入国し、就職活動あるいは非正規就
労する外国人が多数存在する。ビザ手配は旅行代理店で行われることが多く、費用はビザの期限（30
日から 90 日）で AED1200 から 2500［Government	of	Dubai］。
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しかなく、フィリピンに帰国し休暇をとれたのは 1991 年 12 月だった。この休暇中に S と結婚
した。
　S は G とは幼馴染でカビティ州 B 市の同じ町内に暮らしていた。G と同い年でマニラ市内の
四年制私立大学を卒業。父親は米国籍を所持し米国から年金を得て暮らしていたが他界。母親
も米国籍を所持しているということであったが、両親についてはあまり語ってはくれなかった。
兄弟は 5 人いたが一人死亡。現在は姉（マニラ在住）、本人、弟（2014 年からドバイで就労）
一番下の弟の 4 人兄弟。一番下の弟は米国籍を取得しており、米国でフィリピン人と結婚しト
レーラーの運転手として働いている。S は G との結婚までは育児のため無職であった。結婚後
1992 年から地元百貨店で働きだし、自分の収入と G からの仕送りで生活していたが、困窮した
状況には変わりなかった。
　	1992 年 9 月、S は G と G の次兄が手配した訪問ビザでドバイに渡航した。到着後、就職活
動を開始し、すぐにホテル受付の職を手取り月給 UAE ディラハム 1200（以下 UAE ディラハム
は AED と表示）（米ドル換算で約 US$320）で得ることができた。長男、長女は S の母親が S
のフィリピンの実家で世話をすることになった。	S は就職先のホテルが無償提供した寮で暮ら
さねばならず、G は会社が供給する労働者キャンプで生活していたので二人が会えるのは月に
二度程度だった。S は 92 年から 95 年まで同じホテルで働き、1995 年にはカビティ州の地元に
G と共同で住宅を購入した。95 年にはより良い収入を求め転職し、1997 年まではガソリンスタ
ンドに併設されたコンビニエンスストアで働いていた。
　1997 年にフィリピンはラモス政権下で景気が良かったこと、彼らに地元で自営業ができる蓄
えができたこともあり最初に S が帰国し、G もそれに続き帰国して、自営業を始めることにな
った。
2 - 1 - 3　自営業の破綻から再度出稼ぎへ
　二人が蓄えた資金を使い、出身地で飲料品の卸問屋を開業したが間もなく破綻してしまう。
その後、残った資金を利用して市場で飲食店を始めたがこれも破綻する。約 3 年間の間に、二
回起業に失敗し、生活費にも困窮し、借金を繰り返したが、借金は総額 50 万フィリピンペソ
（米ドル換算約 US$12,000）まで増えてしまった。
　二人は借金返済および生活の立て直しのため再度ドバイに出稼ぎに出ることを考え、G、S 両
者とも就職活動をするが、S の就職が先に決まり 2001 年に S は二人の子供の面倒を自分の母親
に頼み、嫌々ながら再度ドバイに出稼ぎに出た。S の勤務先はドバイ地元資本の家電量販店だ
った。
　G は再度、ドバイで働く次兄の助けを借り、次兄の会社の勤務先ではなく、次兄の友人が働
く別の財閥系企業 Y 社で 2002 年に昇降機保守員の職を得ることができた。
　S は G がドバイで働き始めたことを契機に、職場の同僚とうまく協調できなかった家電量販
店を退職した。退職後、コンビニエンスストアに転職するも、職場環境や待遇が満足いくもの
でなかったため、そこで就労しながら就職活動を開始し、2005 年に外資系企業ドバイ支店に総
務担当者として転職した。ここで、外資系企業での総務業務一般を経験した後、2007 年にはさ
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らに待遇のよい経済特区にある外資系企業ドバイ現地法人にそのキャリアを活かして転職し現
在は人事・総務部門の専門家として働いている。
　一方、G は 2008 年に財閥系企業 Y 社を退職し、より給料の高いカナダ人が運営する建設工
事コンサルティング会社 E 社に転職し、E 社が手掛けるプロジェクトの昇降機担当者として働
きだした。しかし、2010 年経済不況で同社をリストラされ、以前勤めていた Y 社に復職する。
しかし、Y 社の上層部と対立し 2014 年に退職する。就職活動の末、外資系建設工事コンサルテ
ィング会社 B 社に昇降機の専門家として就職し現在に至る。
　2014 年から G と S は、ドバイ郊外に 2LDK のアパートを借りている。このアパートの年間
家賃は AED85,000（米ドル換算約 US$22,700）でそのアパートの 1 室を夫妻が占有し、もう一
つの部屋とリビングルームを又貸しして、2015 年 8 月には夫妻以外に 4 名のフィリピン人女性
と男性一名、S の弟の合計 8 名が居住していた。それぞれの住人から家賃を徴収し、自分たち
の家賃支払いを補完していた。S の弟以外の住人は口コミ、スーパーマーケットの掲示板に広
告を出すことで集めている。アパートはドバイメトロ駅から徒歩 15 分くらいに位置し、夫妻は
ベッド毎に入居者を決めており、ベッド一つ分の賃貸料は電気、水道代、WIFI 使用料込みで一
ヶ月 AED1500（米ドル換算約 US$400）としていた。
2 - 1 - 4　家族
　G と S が	二度目の出稼ぎに出たのは 2001 年であったが、当時長男は 14 歳、長女は 13 歳だ
った。二回目の出稼ぎの目的は、まず借金返済であり、それに次いで子供の教育費の捻出であ
った。長男は大学に進学するも中退した。中退後職が定まらず、一時ドバイで警備員をしてい
たが、1 年程度で退職しフィリピンに戻り、両親からの送金で生活している。長女は大学を卒
業しすぐにフィリピンの航空会社に就職した。
2 - 1 - 5　故郷での休暇と親族
　G を対象として聴き取り調査を実施したのは 2015 年 9 月だった。同年のクリスマス休暇に
G と S はそろって一時帰国休暇を取り、フィリピンに帰国した。その際に、G から誘いを受け、
マニラ市に隣接するカヴィティ州の家で再度聞き取り調査を実施した。
　聞き取りを実施したのは、クリスマスイブの日で G と S は、S の実家に滞在していた。クリ
スマスミサの後にその家を訪問したが、家族と S の親族（長男、長女、S の母、S の叔母 2 名、
S の従妹、S の弟の子供二名（S の弟は妻と別居中））及び多数の隣人が集まっていた。G と S
は彼らに最新家電、現金、金製品を Pasalubong（土産）として大量に用意していた。翌々日に
は彼らを伴い日帰り旅行に出て行った。
　G の説明によるとこの時の約一ヶ月の休暇中に使った金は、G と S の二ヶ月分の給料相当額
であったらしい。G は土産を渡すこと、日帰り旅行に多くの人を連れて行くことは、普段海外
にいる自分が彼らとの関係性を維持するために必要なことであると語っていた。
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2 - 2　元出稼ぎ労働者　OB（60 歳、1959 年生まれ）の場合
2 - 2 - 1　出稼ぎに出るまでの経緯
　OB はサウジアラビア及びエジプトで 1982 年 12 月～ 2017 年 12 月まで 35 年間同一の外資系
企業と雇用契約更新を繰り返して出稼ぎ労働していた電気技師である。2019 年 2 月にインタビ
ューを実施した。
　彼は高校入学までカガヤン州のカガヤン川沿いの E 村で過ごした。長兄、長姉、本人、妹の
四人兄弟。父親は、小学校の時に他界。地元に高校が無かったので、OB の高校進学をきっか
けに、母親が長姉、OB、そして彼の、妹の三人を伴って、親戚を頼りマニラに移住。その時既
に長兄はフィリピン陸軍で勤務していた。
　OB は高校卒業後、レストランで働き学資を捻出して、大学で機械工学を専攻していた。学
資捻出のため働くことに時間を取られ、休学・復学を繰返していたが、学資が続かず 1981 年に
大学を中退する。大学中退時に、レストランの同僚が新聞広告に掲載されていた、サウジアラ
ビアでの求人を教えてくれ、応募し採用された。
2 - 2 - 2　出稼ぎへの出発と結婚、家族の形成
　新聞広告を掲載していたのはフィリピンにも法人を有する外資系会社で、約 1 年間フィリピ
ン法人で出発前のトレーニングを受ける。1982 年 12 月にサウジアラビアに出発することが決
定したので、出発前に結婚した。相手は、E 村の幼馴染で隣家に住んでいた EB であった。
　EB は OB 同様、高校進学の為、一家でマニラに出てきた。彼女は大学を終え、マニラにある
会社で営業関連の仕事をしていた。OB が出稼ぎに出た後も、EB は仕事を継続した
　OB はサウジアラビアの勤務先との契約に従い、雇用主が旅費を負担することで、毎年一度 2
週間程度の休暇を得て帰国していた。1988 年には長男 A が誕生、1990 年には二男 K が誕生し
た。EB は二人の子供の育児を同居する実母と 3 人の従妹たちに託しながら、仕事を続けてい
た。OB のサウジアラビアからの送金は、EB を始めとするマニラに残された家族に対してと、
マニラで大学に通う OB の妹の学資援助に使われた。
　93 年 OB はサウジアラビアでキャリアを重ね、勤務先からエジプト、カイロ市にある同系列
の会社へ長期出張を命じられ、それにこたえてカイロに赴任した。これを機会に、EB と 2 人の
息子をエジプトに呼び寄せ、1993 年から 1994 年、約一年間カイロ市近郊で、家族と同居する。
　EB はその際に、それまで勤めていた会社を退職する。1993 年には長女 R がエジプトで生ま
れる。R の誕生をきっかけに、EB は 3 人の子供を連れてマニラに戻り、帰国後 EB は知人の紹
介で家の近くの美容関連会社で職を得、再び実母、従姉妹の協力を得ながら、働きながら子育
てを継続する。OB は 1995 年にサウジアラビアの企業に復職する。
　1996 年には、マニラ首都圏カラオカン市に家を建設する。土地は OB が EB と結婚する時、
購入していた。その土地に家を建てて、以来現在もその家で暮らす。
2 - 2 - 3　妻の出稼ぎ
　EB はエジプトから帰り、美容関連会社で勤務していたが、2002 年にその会社から、サウジ
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アラビアで新規開業するエステティックサロンで働かないかと誘われ、その店が夫 OB の働く
ジェッダ市で開業すると言うことであったので、応募し採用された。その時点で EB がパスポ
ートを持っていたことが採用の大きな理由であった。
　EB は OB とともに 2002 年から 2017 年まで 15 年間サウジアラビアで出稼ぎを続けた。
2 - 2 - 4　留守宅への送金
　OB は 35 年間の出稼ぎ中、送金を続けるが、その主たる目的は自分の母親、EB の母、従姉
妹、EB がマニラにいた時にはその生活費、子供たちの教育費、及び実妹の教育費の為であっ
た。EB が出稼ぎに出てからは、子供たちは EB の母、従姉妹が世話していたので、送金の送り
先は EB の母であった。
　OB には自分が貧困ゆえに大学を終えることができなかったことに対する悔しい気持ちが非
常に強くあり、子供たちにはプロフェッショナルとして独り立ちできるように勉学を続けさせ
てやりたいと考えていた。
　EB がサウジアラビアに来た 2002 年からは、2 人の所得から送金することができた。彼らが
出稼ぎしている間は、自分の直接的な家族（彼らはそれを Immediate	Family と言っている）に
稼ぎを使うことを優先し、故郷である E 村にはあまり戻らず、親族、旧知の人々から寄せられ
る財政援助依頼を回避していた。
2 - 2 - 5　出稼ぎから戻る
　2017 年に出稼ぎを終えて、フィリピンに戻る際には、E 村に戻って生活することは考えなか
った。子供たちがマニラでの暮らしに馴染んでいること、彼らの就労機会もあること、それに
加えて自分たちの家がマニラに有ることが大きな理由だった。
　出稼ぎを終えた最大の理由は、子供たちの教育が終わったことにある。長男は約 8 年かけ
2017 年に私立大学医学部を卒業し耳鼻科医としてマニラで職を得た。二男は長男より早く私立
大学工学部を終え電気技師としての国家資格を得た。長女は国立大学工学部で水資源について
研究し、フィリピン政府から短期交換留学生として日本に派遣されたのち、2017 年大学を卒業
し、現在水資源関連企業に勤務しながら、海外での大学院進学を計画している。
　長男は医師国家試験に合格した時、彼がサウジアラビアにいる OB に電話してきて、長い間
の学資支援に対する礼を述べるとともに、もう子供の為に金を使うことが無くなったから、後
は父母 2 人の生活の事を考え、早くフィリピンに帰ってきてくれと OB に伝えてきた。其れが
大きな契機となりフィリピンに戻った。
　フィリピンに戻ってからは、生活拠点はカラオカン市に置きながらも、OB と EB の故郷であ
る E 村には頻繁に戻っている。学資に金がかからなくなったこと、夫妻それぞれの退職金がサ
ウジアラビアの勤務先から支給されたことなどから、現在は、退役し E 村で暮らす OB の長兄
が父親から受け継いだ稲作耕作地に対する資金支援、EB の実家の修復に資金を提供し、さらに
EB の実家近くに土地を耕作地として購入し、EB の母方叔母一家にその世話を頼んでいる。
　OB と EB は出稼ぎしている間に、彼らの所得の多くを自分の子供たちの教育と自宅購入に費
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やした。出稼ぎ期間中には故郷である E 村に帰ることなく、休暇帰国中にもできるだけ金を使
わないようにしていた。
2 - 2 - 6　故郷の E 村
　OB が生まれた E 村は、カガヤン州の州都から車で 1 時間半に位置する農村。OB が所要の為
2019 年 2 月に E 村を訪れることになり、それに同行した。
　E 村の主な作物は乾季のトウモロコシ栽培と雨季の稲作である。E 村はカガヤン川沿いの道
路を挟んで約 50 戸が点在する村であるが、ほとんどの家屋が、ブロック積みのものである。ブ
ロック積みの家屋は出稼ぎ労働者の仕送りによって建設された、いわば出稼ぎで得た金の象徴
として村民の間で語られている。
　OB 兄の耕作地には OB の資金提供をうけ灌漑用に電動ポンプが設けられている。OB 兄夫妻
には長女（看護師としてサウジアラビアで出稼ぎ中）、次女（会計担当者としてマニラで働く）、
長男（地元の大学観光学科を卒業しカガヤン州州都のレストランで働く）の三人の子供がいる
が、長女の学資は、OB 夫妻が支援していた。
2 - 3　サウジアラビアで働く看護師の母 T への M 村でのインタビュー
　M 村は北部ルソン、アブラ州に位置する。マニラからバスを利用して約 10 時間でアブラ州
州都バンゲッドに到達し、そこからトライシクルを利用し更に 1 時間半移動、その後アブラ川
を渡船したどり着ける、戸数 68 戸の村である。
　村の大部分の住人は Itneg 族で illaud 語話者である。この村には 1920 年代にキリスト教団体
が宣教に訪れており、住民に英語教育を行いながら宣教活動を行っていた。故に、年配者の中
には英語が堪能なものが散見された。以下は出稼ぎ者 C の母親である 81 歳の T に対して行っ
たインタビューで得たものである。
　この村出身の C（T の長女）は現在 51 歳（1969 年生まれ）。1980 年代にこの村出身者として
は初めてフィリピン女子大学から看護師としての学位を取得した。C は大学卒業時にサウジア
ラビアのジェッダ市にある病院の看護師募集に応募し、それ以来サウジアラビアでの就労を続
けている。1990 年にはジェッダ市で働くマニラ市出身の男性技師と結婚。長男、長女、二女の
三人の子供をサウジアラビアで出産し、家族で居住していた。現在長男は 27 歳（大学で電気工
学を専攻して現在就活中）長女 24 歳（大学で IT の学位取得後現在、法科大学院で弁護士を目
指している）二女 19 歳（私立大学歯学部在籍中）である。
　12 年前、長男が高校入学の為帰国する際に、C 夫妻はマニラ市に隣接するラグナ州に家を購
入した。長女、二女も高校入学を機にそれぞれサウジアラビアから帰国させている。長男帰国
時に、C の母親 T（当時 69 歳）が M 村からマニラに上京し、それ以来、2018 年まで、C の 3
人の子供たちの世話をしながらラグナ州の家に同居していた。母親 T は昨年、C の長男大学卒
業を機に、M 村に戻り、M 村に暮らす娘 L（T の二女で C の妹）の家に滞在したり、M 村から
更にトライシクルで一時間かかる集落にある自宅で一人暮らしをしたりしながら暮らしている。
　母親 T は Itneg 族で、1938 年生まれ。早くに両親と死別し、M 村に滞在していたキリスト教
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宣教団の手伝いをしながら生計を立てていた。T は同じ村出身の男性と結婚し、7 人の子供が
生まれた（四男三女）が、夫は 7 番目の子供が生まれてすぐに死去。それ以来、M 村を中心に、
宣教団の手伝いをしながら子供を育てる。7 人の子供のうち、C 以外にも二男、三男の二人が
C の紹介でサウジアラビアに出稼ぎに出ていた。二男は、2 年前に帰国したが、再度マルタ共
和国に出稼ぎに出た。三男も 2 年前に帰国し、現在マニラ郊外で建築下請け業をしているが、
二男がマルタ共和国での就職を彼に斡旋しており、近々に渡航を予定している。
　T は、11 年に亘り C の三人の子供の養育に携わっていた。その 11 年間の生活費は C の仕送
りによって支えられていた。C は T の暮らす集落で T の夫が 1972 年に建設した自宅を改築し、
2016 年には敷地内に T の為に井戸を設けている。井戸設置の資金提供は C が行っているが、現
地での資材手配などは L 及び L の夫が行っている。
第三章　移民と故郷の関係
　出稼ぎ労働者は故郷に家族を残し短期的な契約労働により稼ぎを得、いずれは故郷に帰るこ
とが想定される。とりわけ、中東で就労する出稼ぎ労働者にはホスト国で永住権を得る機会は
ホスト国民との婚姻以外では可能性は低い。故に、彼らは雇用契約が更新されなくなった時に
はホスト国から速やかに退出することが期待されているのである。一方移民は家族、時として
親族を伴って、故郷を離れる。
　以下に、オーストラリアに移民した二人のフィリピン人のインタビューから得た情報に基づ
き彼らが考える故郷との関わりを見る。
　第一章の表-2 では、オーストラリアに居住するフィリピン人の累積人口は約 40 万人であり、
そのうち、永住／帰化したものは全体の 82％に相当する 33 万人であり、米国、カナダに次い
でオーストラリアではフィリピン人の永住／帰化が多いことがわかる。
　最初に紹介する N は、もともとフィリピンからサウジアラビアへの出稼ぎ労働者であった。
そこで、大学で勉強した機械工学の知識を活かしながら昇降機据付作業員として就労していた。
偶然にオーストラリアへの移住を成したが、そこでは今までの専門性は生かせず、新たな職種
にチャレンジし、その結果、今はその分野で専門性を持った仕事をしている。
　次に紹介する D も N も、ともにオーストラリアで永住権ポイント制度（Point	System）6）を利
用して技術独立永住権を取得し、その後に市民権を得て、現在に至っている。多くの永住権所
有者の中でも、フィリピン人はその後、市民権を得る人が多い。その理由としてはフィリピン
に比してオーストラリアの治安の良さ、オーストラリア市民となることの利便性の高さが挙げ
 6）	このシステムでは、永住権所得希望者の年齢、職業経験、英語力などが審査される。両者とも技術力
はあったのだが、N の場合、彼の持つ職業経験がライセンスで体現できていなかった。故に求職時に、
今まで経験のあった昇降機保守の仕事を選択することは困難であった。D は大学教育もその後のフィ
リピンでの就労も一貫して IT エンジニアとしての職種であったので、ビザ取得では高いポイントを取
得できた。
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られる［Marginson	2001：351］。N、D の語りの中にもこれらの利便性が挙げられている。
　このシステムでは、永住権所得希望者の年齢、職業経験、英語力などが審査される。両者と
も技術力はあったのだが、N の場合、彼の持つ職業経験がライセンスで体現できていなかった。
故に求職時に、今まで経験のあった昇降機保守の仕事を選択することは困難であった。G は大
学教育もその後のフィリピンでの就労も一貫して IT エンジニアとしての職種であったので、ビ
ザ得では高いポイントを取得できたと語っている。
3 - 1　N　58 歳（1961 年生まれ）の場合
3 - 1 - 1　最初の出稼ぎまでの経緯、そして出稼ぎから移住へ
　N は、バタンガス州生まれで、父親はフィリピン空軍の軍人であった。6人兄弟の三番目（（四
男二女）。大学入学をきっかけにバタンガスからマニラ市郊外に引っ越してきて、大学で機械工
学を専攻した。
　大学入学後、父親がバタンガスからマニラの基地に転属となり、マニラ市郊外の基地付属住
宅で一家と暮らすことになった。21 歳で大学を卒業して職を探していたところ、サウジアラビ
アでの昇降機据付作業員の人材募集広告があり、それに応募した。その会社の求人では、渡航
に関わる一切の費用を雇用主が負担してくれるということで、応募に踏み切り採用される。
　1982 年 8 月にサウジアラビアに渡航し、1996 年 12 月までの 14 年間、同じ企業で雇用契約を
更新しながら就労した。86年には同僚からの紹介をきっかけにマニラで暮らす女性と結婚した。
結婚後、妻はマニラで仕事を続けていたが、87年には長女が誕生し、91年には二女が誕生した。
　N の親族には、もともと海外居住者は少なかったが、N のすぐ上の兄（二男）は 89 年に独自
に就職活動を展開して米国で介護士の仕事についていた。しかし、N も他の親族もその伝手で
米国に行くことは考えていなかった。
3 - 1 - 2　オーストラリアでの生活を始める
　偶然、1994 年にサウジアラビアでオーストラリア移住ビザ手続きをしている会社の広告を新聞
で目にする。特に興味はなかったが、応募に際して金がかからなかったので必要書類を整え応募。
応募時に、N と妻は英語の試験を受け、必要事項を申告し、それに付随する書類を送付した。
　応募したことも忘れたころに、永住権が付与されるビザが発給されることになり、妻と相談
の結果、家族全員のビザ代金として 1,000 サウジリアル（約 US$300）を支払い、オーストラリ
ア行きを決めた。
　1996 年にサウジアラビアでの勤務を終え、フィリピンンに帰国し翌月家族、妻と 9 歳、5 歳
の二人の娘を伴い、オーストラリアに渡航した。サウジアラビアの出稼ぎで蓄えた資金で建て
たマニラ市郊外の家は、そのままにして置き、N の父母を住まわせていた。オーストラリアで
の生活が継続できなくなれば、フィリピンに戻ってくるつもりだった。
　ブリスベン空港に降り立っても、どこに行けばよいのかわからなかったので、一番安いアパ
ートメントホテルに宿泊した。自分たちはともかく、娘たちがオーストラリアに慣れないなら
すぐにフィリピンに帰ることは決めていた。
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　到着した翌日から職探しを始めたが、まったく知人がいなかったので、街中でフィリピン人
と思われる人物を見かけると Kabayan?（同胞ですか？）と夫婦で語り掛け、情報を収集した。
親切なフィリピン人たちに支えられながら、3 日後に N は今まで経験したことの無いセールス
の仕事を始めるが、すぐに不慣れなため退職。経験のある昇降機関連の仕事をしようとしたが、
ライセンス（フィリピンで取得できる職業ライセンス）を持っていなかったため採用されず、
求職活動を続ける。妻も求職活動を続けながら、市の支援策を利用して娘を幼稚園、小学校に
通わせた。娘たちは早々に学校に慣れたため、夫妻は仕事を見つけ、何か問題が起こるまでは、
オーストラリアに滞在しようと決めた。
　漸く、N は製薬会社の 24 時間製造ラインでシフト勤務する仕事を見つけ、それに就いた。現
在もその会社で 20 年以上勤務を続けていて、ラインの責任者になっている。妻は、スポーツス
タジアムの事務の仕事に就くことができた。妻はその後転職し、現在はブリスベン市役所で勤
務している。99 年にはローンで現在の家（敷地面積約 250 平米の平屋）を購入した。
3 - 1 - 3　オーストラリアの生活と故郷
　オーストラリアに来てから暫くは、自分たちの生活を営むことで精いっぱいで、故郷とのつ
ながりを持つ余裕はなかった。両親、親族への送金や物品を送ることもままならなかったし、
N の両親、父親（現在 89 歳）、母親（現在 87 歳）を長らく訪ねることもできなかった。しか
し、オーストラリアに来て 6 年後、2003 年にそれまでの蓄えを利用して家族全員で帰郷するこ
とができた。
　N は久しぶりの帰郷で故郷を懐かしむ気持ちはあったが、それを上回ったのが、娘たちがフ
ィリピンで暮らす同世代の親族たちと全く馴染まないことに気付いたことだ。N は、娘たちは
オーストラリアで生活していくことが精一杯でフィリピンを知る余裕がなかったのだと考えた
が、現在も気掛かりになっている。
　その後、長女はブリスベンの大学で経営学、二女は同じく IT マーケティングを専攻した。長
女は 2 年前からワーキングホリデー制度を利用し、カナダのトロントに滞在中。次女はブリス
ベンの広告代理店で勤務している。
　オーストラリアでは子供世代は 18 歳になると家を出て暮らすことが多いと N は語る。この
風習に N 夫妻は、いまだに馴染めないものがある。N が語るところでは、二女は大学卒業後一
人暮らしを始めているが、毎週末は必ず実家に帰って両親と過ごすようにさせている。そうす
ることで、娘にはフィリピンの家族と過ごすことの価値を知ってもらいたいと考えている。今
のところこれは守られているが、今後継続できるかどうかわからないとのことであった。
3 - 1 - 4　今後の生活
　N は今後もオーストラリアで暮らし続けるか否かについては、夫婦でよく話をする。N は自
分にはマニラに対して感傷的な感情があるが、妻は娘たちの結婚を見届け、孫の世話をするた
めにオーストラリアを離れることは考えていない。
　現実的に考えると、オーストラリアはフィリピンに比べると医療制度が整っているし、年金
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制度が充実している。年金は二段構えで用意されており、老齢年金と事業主の強制拠出と被用
者の任意拠出に依る退職年金基金（Superannuation）がある。故に、フィリピンに老後帰ること
は考えず、今後は、時々親族・友人に会いに行く程度のことになるだろう、故郷に対する金銭
的支援も、時々の親族のイベントに協力することは考えていると N は語る。
3 - 2　メルボルン在住 D の場合（35 歳、1984 年生まれ）
　D は 2007 年にフィリピンからオーストラリアに妻と共に移住した。フィリピンのミンドロオ
シデンタル州出身である。父親は、同州で庭師であったが、1997年に死去。兄一人と妹がいる。
　兄は自分より前にオーストラリアに移住し現在パースで暮らしている。妹は 2015 年からオマ
ーンで看護師として就労している。
　D は大学で IT を専攻し、マニラ市内の企業に IT エンジニアとして勤務していた。たまたま
マニラで再会した、大学時代の友人がオーストラリアで人材募集していると言ってきたので、
それに応募した。しかしそれから 2 年以上音沙汰がなかったので、応募したことすら忘れてい
た。その後突然、オーストラリアでの仕事のオファーを受け、それにこたえて移住することを
決意した。
　移住した大きな理由は、財政的なこと、そしてフィリピンの治安の悪さ、フィリピンにはな
いオーストラリア政府の透明性だとのこと。オーストラリアに来てから 12 年たつが、フィリピ
ンへは 4 回帰国している。そのほとんどが、ミンドロ島で暮らす実母を訪ねることと、妻の親
族との再会が目的だ。
　自分たちには、オーストラリアで守るべき家族がいるので、自分の家族、子供たち（娘 9 歳、
息子 7 歳）の生活を何よりもまず優先して考えたい。自分の子供がここで、親を必要とする限
りはオーストラリアに居住するつもりだ。故郷とのつながりは希薄になっているが、SNS など
の技術改革によって、故郷との繋がりを喪失することはないと考える。自分たちが故郷にでき
ることは、ただ単に自分たちの稼ぎを分配するのではなく、自分たちが故郷から受けた恩を忘
れずに、いつかその恩に報いることだと考えている。
おわりに
　出稼ぎ労働者を中心にしたドバイ、マニラでのインタビュー、移民を中心にしたオーストラ
リアでのインタビューから、夫々の語りをまとめてみた。
　出稼ぎ労働者は、雇用契約を更新しながら、雇用が長期になったとしても、家族を伴って、
その地に滞在できる可能性は極めて低い。ホスト国があくまでも、出稼ぎ労働者は雇用契約に
基づいて、ローテーション［細田 2014：13］するものだと考えるためである。そのため、彼ら
には故郷に残した家族の世話をしてくれる人の存在が必要になってくる。このことは、G,	OB
及び C のケースにおいても語られたことであり、それが出稼ぎ労働者と故郷をつなげる一つの
要素であると考える。
濱　口　　　徹
384－ －
　家族を伴わない出稼ぎ労働者のホスト国での生活は、生活様式が異なること、特に中東にお
いては、宗教的な規制により抑圧されたものとなりがちで、帰国休暇時に、抑圧をはねのける
かのように消費行動に走る。又、一年に一度あるいは二年に一度しか会わない、家族、親族・
友人と共に過ごす時間を貴重なものとして、それを楽しもうとする傾向がある。それに加えて、
故郷に残した家族が、親族・友人・隣人に世話になっているということもあり、帰国休暇時に
彼らをもてなす行動にでる。
　OB は、自分たちで稼いだ金を無駄にしたくないと語っている。2015 年にドバイで聞き取り
調査をした、G が休暇で持ち帰った土産（Pasalubong）、親族友人を招待しての日帰り旅行の実
施の話をして OB に感想を聞かせてもらった。OB はそのような消費行動は出稼ぎ労働者にはよ
くあることで、故郷に残る親族、友人もこのような消費行動の恩恵に浴する事を期待している。
OB 曰くは、Pasalubong はあくまで好意であり、それがフィリピンで言われる Utang ng Loob	（恩
義に対する負債）の互酬性を表すものではない。また、Utang ng Loob は金銭的な応酬ではなく、
Utang は負債という意味ではあるが、その負債は金銭的に弁済するのではなく、恩義を受けた
ことは忘れずにいることが大事であると OB は語る。更に、他人や親族に恩義を感じてもらう
ことより、大事なのは、まず自分及び自分の家族が出稼ぎの恩恵を得ることであると語る。
　更に OB は、サウジアラビアの出稼ぎ者が一時休暇で帰国する際に、大量の土産の持ち帰る
そして故郷での消費を促進することはよくある態度であり、これを Katas ng Saudi（サウジアラ
ビアから持ち帰るフルーツ）と呼び、出稼ぎ者を揶揄することがある。また、彼らを One day 
Millionaire と称し、彼らが休暇中に使う金が尋常ならざる金額であることを揶揄することがあ
る。故郷に居るものにとっても、一時帰国休暇で帰ってくる者にとっても、出稼ぎしているこ
とが容易に Instant Money を得ることができると幻想することがあるが、フィリピン人の価値の
中心は家族主義であり、家族の Well being を優先して考えることが肝要であると語る。
　一方故郷の人々は、出稼ぎ労働者のもてなしを、One Day Millionaire	であるとか、Katas ng Saudi
と揶揄しながらも、そのようなもてなしを受けることを期待して待っている。これらのもてなし
が、G の言うように出稼ぎ労働者と故郷を結び付けるものであるとするなら、この結びつきを維
持するためには、相当の出費を伴うため、提供者は出稼ぎ労働を継続して行わねばならなくなる。
　OB の場合は、子女教育を最優先に考え出稼ぎ労働を続けていた。子女教育を優先させるた
めに、故郷との関係を疎遠にしながら出稼ぎを続けてきた。出稼ぎを終了した現在は、故郷を
訪れ、故郷で開催される祭事にも積極的に参加している。
　移民は、N のように最初から家族を伴って移動するか、あるいは、ある程度生活が安定した
後に、家族を呼び寄せることを前提として移動している。移民には、移民した地に彼らが得た
稼ぎを優先的に使わなければならない対象が存在している。
　D は、自分たちは G のように、故郷で金を使うことはないという。故郷で受けた恩を忘れず
に、いつかその恩に報いることが大事である。例えば、彼らが得た移民というステータスを使
い、より多くの親族・友人に移民する機会を分配することだという。
　故郷との結びつきを考えると、出稼ぎ労働者は雇用契約の中でフィリピンへの一時帰国休暇
が含まれており、帰国に伴う費用は雇用主が負担している。それが移民となると、自分の費用
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で帰国することとなり、同じ金を使うなら、フィリピンに帰るより他国に観光に出かけたいと
N は言う。
　移民後にフィリピンへの帰還を考えない理由は、オーストラリアの医療制度や年金制度が移
民にとっても有益に作用している事、子女が移民先の生活に順応していること、である。
　D の言うように最新のテクノロジーで海外に居住・就労するものと故郷が SNS などを通じて
同時に即時に情報を共有できるようになったことによって、特に D のように最新技術に慣れ親
しんだものにとっては、故郷との距離を感じさせない。
　海外に居住する者から故郷に残された親族に対する送金については様々な研究がなされてい
る。経済学的に見ると、槙が経済発展の観点からは、海外送金に依存した近視眼的な行動によ
り、多額の送金が生産的な投資に向けられないことが危惧されると指摘している［槙：2009］。
　また、送金の受け手である留守家族、親族、親しい友人たちがその送金を消費に費やすとい
う側面については、ロペスが出稼ぎ者やその家族がフィリピン国内で非耐久消費財の購入に多
くの金額を使っていることを統計数値から解説している［Lopez:	62	］。さらに、ロペスは、送
金の使途を故国で出稼ぎ労働者を取り巻く社会との解説で、必ずしも経済性をともなった使わ
れ方がされていないが、それは社会資本の形成に寄与していることについての論考を進めてい
る［Lopez:	58］。
　ドバイに出稼ぎに出ている G の消費は、OB が語るように、Katas ng Saudi として揶揄される
要素がある。そして槙やロペスが指摘するように彼らの稼ぎが消費に費やされる様子がうかが
い知れる。
　一方、OB の兄、親族の場合、あるいは C の母親を中心とする故郷に残された親族と出稼ぎ
労働者との関係から見ると、稼ぎが有効に故郷に残された親族に分配されている様が見える。
又その分配を受けるために T は出稼ぎをしている C の子供たちの面倒を見ていて、T はそれを
Bayanihan（Helping	each	other とも表現していた）　として語っている。
　今までの研究で、多くの出稼ぎ労働者、移民から情報を頂いた。今後の研究の展開としては、
広く各国の移民、出稼ぎ労働者、および彼らを取り巻く子女も含めた状況を先行研究に基づき
検証していくことを目指す。
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